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縄
文
時
代
よ
り
、
霞
ヶ
浦
は
、

豊
か
な
漁
場
と
し
て
、
沿
岸
に
住

む
人
々
の
生
活
を
支
え
て
き
ま
し

た
。

　

江
戸
時
代
初
期
に
お
け
る
霞
ヶ

浦
の
漁
業
は
、
湖
岸
に
点
在
す
る

48
の
津
が
漁
場
を
管
理
し
て
、
魚

を
捕
る
道
具
や
時
期
を
自
主
規
制

す
る
な
ど
の
自
治
が
保
た
れ
て
い

ま
し
た
。
そ
も
そ
も
「
津
」
と
は
、

湖
の
一
定
水
域
を
、
共
同
し
て
管

理
す
る
自
治
組
織
の
こ
と
を
言
い

ま
す
。
つ
ま
り
、
霞
ヶ
浦
の
漁
業

は
、
一
定
の
ル
ー
ル
の
下
に
48
カ

所
の
「
津
」
が
漁
場
を
管
理
し
て

い
た
の
で
す
。
こ
の
四し

十
じ
ゅ
う

八は
っ

津つ

に
は
、城
之
内
、大
井
戸
、高
崎（
い

づ
れ
も
市
内
玉
里
地
区
）
が
「
津
」

に
名
を
連
ね
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
江
戸
幕
府
は
、
霞

ヶ
浦
の
南
東
側
の
広
大
な
水
域
、

箕み
の

和わ

田だ

浦う
ら

を
幕
府
専
用
の
漁
場

に
設
定
し
ま
し
た
。
寛
永
2
年

（
1
6
2
5
）、
水
戸
藩
領
と
な
っ

た
霞
ヶ
浦
高
浜
入
り
の
大
部
分

が
、
財
源
確
保
の
た
め
、
水
戸
藩

の
玉
里
御
留
川
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

　

玉
里
御
留
川
の
範
囲
は
、
水
戸

藩
か
ら
玉
里
御
留
川
を
管
理
す

る
御お

ん

川か
わ

守も
り

に
任
命
さ
れ
た
鈴
木

家
（
下
玉
里
）
に
残
る
古
文
書
に

詳
し
く
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
東

限
は
下
玉
里
村
稲
荷
森
と
安あ

ん

食じ
き

村

柊
ひ
い
ら
ぎ
つ
か

塚
を
結
ぶ
線
、
西
限
は
、
石

川
村
境
堂
よ
り
高
崎
村
鉾ほ

こ
の
み
や
宮
を

結
ぶ
線
に
よ
っ
て
区
画
さ
れ
る
範

囲
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
範
囲

内
で
は
、
役
人
の
も
と
で
行
う

直
営
の
「
直じ

き

網あ
み

」
や
高
く
入
札

し
た
も
の
に
漁
業
権
を
認
め
る

「
入い

れ
ふ
だ札

運う
ん
じ
ょ
う

上
」
で
漁
業
が
行
わ
れ
、

四
十
八
津
側
は
自
由
に
活
動
す
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

享
保
9
年
（
1
7
9
4
）
の
文

書
に
よ
る
と
、
玉
里
御
留
川
の

漁
業
権
は
入
札
の
結
果
、
加
藤

須
村
（
香
取
市
）
の
与
兵
衛
が
3

年
間
の
請
負
金
2
5
9
両
2
分
で

落
札
し
ま
し
た
。
与
兵
衛
は
こ
の

金
額
を
9
回
に
分
け
て
、
下
玉
里

村
の
庄
屋
へ
納
め
、
庄
屋
か
ら
水

戸
藩
へ
上
納
さ
れ
ま
し
た
。
明
治

ま
で
の
2
6
0
余
年
に
わ
た
る
御

留
川
制
度
の
中
で
豊
漁
・
不
漁
の

時
期
が
あ
り
、
３
年
ご
と
の
運
上

金
は
最
高
額
7
8
0
両
、
最
少
額

1
2
4
両
と
大
き
な
差
が
あ
り
ま

し
た
。

　

元
禄
年
間
に
玉
里
御
留
川
で

捕
れ
た
大
鯉
が
徳
川
光
圀
公
に

献
上
さ
れ
て
以
降
、
歴
代
水
戸

藩
主
に
献
上
さ
れ
て
い
ま
す
。
幕

末
に
な
り
ま
す
が
、
元
治
元
年

（
1
8
6
4
）
12
月
、「
鯉
献
上
目

録
」（
鈴
木
家
文
書
）
に
は
、
公

方
様
（
14
代
将
軍
徳
川
家
茂
）、

中
納
言
様
（
水
戸
藩
10
代
藩
主
徳

川
慶
篤
）
な
ど
に
2
尺
5
寸
（
約

75
㎝
）
の
大
鯉
が
献
上
さ
れ
た
記

録
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
小
美
玉
市
玉
里
古
文
書

調
査
研
究
会
（
会
長
池
上
和
子
）

は
、
水
戸
藩
支
配
下
に
あ
っ
た
玉

里
御
留
川
の
漁
業
と
漁
民
を
理
解

す
る
た
め
に
、「
鈴
木
家
文
書
」
お

よ
び
近
隣
地
域
の
関
連
文
書
を
解

読
研
究
し
て
い
ま
す
。
こ
の
成
果

は
同
研
究
会
に
よ
っ
て
資
料
集
と

し
て
刊
行
さ
れ
る
予
定
で
す
。
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